
6/28/20            ｢新しくされた者の責任と希望①｣        コロサイ 3:1-4 
  
テーマ：キリストはあなたにとって⼗分なものですか？それに相応しい歩みをしていますか？ 
 
○イントロ：コロサイの⼿紙の背景と⽬的 
※コロサイ 2:9-10 
｢キリストのうちにこそ、神の満ち満ちたご性質が形をとって宿っています。そしてあなたがたは、キリストにあって、
満ち満ちているのです…｣ 
 
○新しくされた者の⼆つの責任 

1. ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿(1 節) 
 

→｢求める｣とは…＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
 

※へブル 1:3 
｢御⼦は神の栄光の輝き、また神の本質の完全な現れであり、その⼒あるみことばによって万物を保っておられます。ま
た、罪のきよめを成し遂げて、すぐれて⾼い所の⼤能者の右の座に着かれました。｣ 
 
※ヨハネ 19:30 
｢イエスは、酸いぶどう酒を受けられると、「完了した」と⾔われた。そして、頭をたれて、霊をお渡しになった｣ 
 
※マタイ 6:31-33 
｢そういうわけだから、何を⾷べるか、何を飲むか、何を着るか、などと⾔って⼼配するのはやめなさい。こういうもの
はみな、異邦⼈が切に求めているものなのです。しかし、あなたがたの天の⽗は、それがみなあなたがたに必要であるこ
とを知っておられます。だから、神の国とその義とをまず第⼀に求めなさい。そうすれば、それに加えて、これらのもの
はすべて与えられます。｣ 
 
 
 
 
 

2. ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿(2 節) 
 

→｢思いなさい｣とは…＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
 

※ルカ 12:34 
｢あなたがたの宝のあるところに、あなたがたの⼼もあるからです。｣ 
 
※ガラテヤ 2:20 
｢私はキリストとともに⼗字架につけられました。もはや私が⽣きているのではなく、キリストが私のうちに⽣きておら
れるのです。いま私が⾁にあって⽣きているのは、私を愛し私のためにご⾃⾝をお捨てになった神の御⼦を信じる信仰に
よっているのです。｣ 
 
※エペソ 2:1 
｢あなたがたは⾃分の罪過と罪との中に死んでいた者であって…｣ 
 
 
 
 
 



○新しくされた者の⼆つの希望 
 

1. ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿(3 節) 
 

→｢キリストの内に隠されている｣とは？ ⼆つの意味 
 

a) ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
※マタイ 5:13-16 
｢あなたがたは、地の塩です。もし塩が塩けをなくしたら、何によって塩けをつけるのでしょう。もう何の役にも⽴た
ず、外に捨てられて、⼈々に踏みつけられるだけです。あなたがたは、世界の光です。⼭の上にある町は隠れる事ができ
ません。また、あかりをつけて、それを枡の下に置く者はありません。燭台の上に置きます。そうすれば、家にいる⼈々
全部を照らします。このように、あなたがたの光を⼈々の前で輝かせ、⼈々があなたがたの良い⾏いを⾒て、天におられ
るあなたがたの⽗をあがめるようにしなさい。｣ 
 
※1 コリント 2:14 
｢⽣まれながらの⼈間は、神の御霊に属することを受け⼊れません。それらは彼には愚かなことだからです。また、それ
を悟ることができません。なぜなら、御霊のことは御霊によってわきまえるものだからです。｣ 
 
 
 
b) ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

※ヨハネ 10:28 
｢わたしは彼らに永遠のいのちを与えます。彼らは決して滅びることがなく、また、だれもわたしの⼿から彼らを奪い去
るようなことはありません。｣ 
 
※ローマ 8:29-31 
｢なぜなら、神は、あらかじめ知っておられる⼈々を、御⼦のかたちと同じ姿にあらかじめ定められたからです。それ
は、御⼦が多くの兄弟たちの中で⻑⼦となられるためです。神はあらかじめ定めた⼈々をさらに召し、召した⼈々をさら
に義と認め、義と認めた⼈々にはさらに栄光をお与えになりました。では、これらのことからどう⾔えるでしょう。神が
私たちの味⽅であるなら、だれが私たちに敵対できるでしょう。｣ 
 
 
 

2. ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿(4 節) 
 
※1 ヨハネ 3:2 
｢愛する者たち。私たちは、今すでに神の⼦どもです。後の状態はまだ明らかにされていません。しかし、キリストが現
れたなら、私たちはキリストに似た者となることがわかっています。なぜならそのとき、私たちはキリストのありのまま
の姿を⾒るからです。｣ 
 
 
 
○まとめ 
※ピリピ 3:13-14 
｢兄弟たちよ。私は、⾃分はすでに捕らえたなどと考えてはいません。ただ、この⼀事に励んでいます。すなわち、うし
ろのものを忘れ、ひたむきに前のものに向かって進み、キリスト・イエスにおいて上に召してくださる神の栄冠を得るた
めに、⽬標を⽬ざして⼀⼼に⾛っているのです。｣ 
 
 
 


